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▶THA後感染の予防・診断・治療の最前線
シンポジウム

緒 言

稲葉 裕
Yutaka INABA

横浜市立大学医学部
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人工関節置換術は変形性関節症や関節リウマチなどの関節障害に
対する確立された術式であり，その件数は年々，増加しているが，
重要な合併症として術後感染がある．わが国では近年，人工股関節
全置換術の件数は年間 6万件に達し，人工骨頭置換術を含めると年
間 12万件となっている．この手術件数は今後も増加の一途をたど
り，それに伴い人工関節周囲感染も増加することが予測される．人
工関節周囲感染は治療に難渋する症例が多いため，医師・患者とも
に負担が大きく，医療経済面から考えてもその予防と確実な診断に
基づく適切な治療が必要である．また，近年の研究では人工関節周
囲感染患者は生存率が低いことも報告され，その予防・診断・治療
の向上が望まれる．
そこで今回の誌上シンポジウムでは，人工股関節置換術に絞り，
術後感染の予防・診断・治療の最前線について取り上げた．内容で
は，疫学・危険因子，予防法，診断法，手術療法，抗菌薬の使用法
について，それぞれの分野の第一線で活躍されている先生方に最新
の知見について執筆をお願いした．まず疫学では，わが国における
人工関節周囲感染の発生率や最近の動向とともに，現在，明らかと
なっている危険因子について記載をお願いした．予防では，わが国
と諸外国のガイドラインからの最新情報，現在までのエビデンスに
基づく予防法，そして今後の方向性について論述していただき，診
断では，Musculoskeletal Infection Society(MSIS)やCDC/NHSN
から提唱されている診断基準とともに，今後期待される新しい診断
方法についての記載がなされた．治療法では，インプラントの温存
手術，一期的および二期的再置換術の適応・成績とともに，抗菌薬
の使用方法の実際について詳しく解説されている．
人工関節周囲感染の予防・診断・治療では，常に新しい知見が報
告され，年々進歩している．特に近年の進歩は目覚ましいものがあ
り，最新情報を整理することは重要である．本誌上シンポジウムで
は最新知見が詳細に記載され，読者の臨床の一助となるものと確信
する．

CDC/NHSN : Center for Disease Control and Prevention/National Health-
care Safety Network
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